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■自然現象は、自然災害の誘因であり、自然災害の素因

は地形である。

■素因としての地形条件の正しい理解が不可欠。

■地形判読とは「地形種※」として判別すること。
「いまさら聞けない地形判読より」

□業務地を大局的にみることで、大きな地形地質リスク
を見逃さない、回避できる。

□現地を見る視点（問題点等）を整理できる。

1．地形をよむことの重要性 1

※地形種：特定の成因（地形過程）で形成された特定の形態的特徴をもつ部分（地区）

例：扇状地、三角州、自然堤防、浜堤、砂嘴、段丘崖、地すべり滑落崖、火山砕屑丘、断層線等



地形とは、

地表面（固体地球の表面）の起伏（凸凹）の形態

（例：山、谷、平地、半島）である。

「地形の辞典より」

2．地形の定義 2



（1）山地：尾根と谷底の比高300ｍ以上、大起伏地、硬
岩多い、30度以上の急斜面、第四紀はじめ頃の地殻変動
により隆起、河川,崩壊,地すべり等の作用による削剥地形

（2）丘陵地：山地より標高低い、尾根と谷底の比高100
ｍ以下、定高性の尾根、軟岩多い、水系は山地に比べて短
く浅く、谷密度はやや高い、山地と同様に削剥地形

（3）火山：山頂部の火口を中心に同心円状に等高線が配
列する円錐状の地形、あるいは円形の窪地、火山灰、溶岩
流等の堆積地形

（4）段丘（台地）：急斜面に縁取られる平坦地で、低地よ
り一段高い位置、階段状あるいは卓状、かつての河床や海
浜が離水した地形

（5）扇状地：低地の一部をなし、谷口を頂点として下流
側へ扇形に開く砂礫からなる堆積地形

（6）蛇行原：低地の一部をなし、扇状地の下流側に位置
する自然堤防と後背湿地からなる堆積地形

（7）三角州：低地の一部をなし、海や湖に流入するとこ
ろに発達する堆積地形

2．地形の定義

「山地の地形工学より」
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低

地

※盆地は山地に囲まれた低所



3．山地と低地の形成

山地と低地は、いつ頃どのように作られたか。

・山地は、海洋プレートが海溝で沈むことで陸域

側に圧縮の作用が働いて作られた。

・低地（沖積平野）は、海水準変動で作られた。

・地形の新旧区分について。
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3．山地と低地の形成（山地）
・第四紀初めころに（約300万年前）、急速に隆起しはじめる。

・約300万年前に、海洋プレートの移動方向が、より西寄り向きになり、日本列
島が東西方向の圧縮場となって隆起した。

「日本列島2500万年史より」
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3．山地と低地の形成（山地）

「日本列島2500万年史より」

「日本列島の100万年史より」

横手盆地東縁断層帯 北上平野西縁断層帯
？

・海洋プレートが沈み込むと、陸域側の地殻は、両側からの圧縮の力により逆断
層が生じる。その結果、隆起部と沈降部が、それぞれ山地と盆地となった。

・東北地方では山地と盆地は、概ね50ｋｍの間隔で配列する。
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3．山地と低地の形成（低地）
・日本列島の地形形成に最も大きな影響を及ぼした外的原因は、第四紀の海水

準※の変化である。北半球の大陸に形成された大陸氷床の拡大・縮小が原因。

・氷河の拡大（寒冷化）・縮小（温暖化）を繰り返し、今から2万年前に7万年前か

ら始まった最終氷期の最盛期を迎えた。約1万年前に氷期が終わると、大陸の

氷床が解け出し、海水準は急速に上昇した。→この時に沖積層を形成。

「日本列島の100万年史より」

寒冷化温暖化

7

※海水準：平均的な海水面の高さ



3．山地と低地の形成（低地）

6千年前
縄文海進時に現在
より5ｍ程度高い

約2万年前
最終氷期は現在よ
り120ｍ程度低い

更新世 完新世

約1万年前以降
軟弱地盤の形成

山地は浸食活発
基底礫 形成

海面上昇
軟弱層 形成

「地形工学入門より」
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3．山地と低地の形成（低地）
今から6千年前の海水準は、現在より5ｍ程度高かった。この時の秋田市の海
岸線は、秋田市役所付近ま内湾が及んでいた。

現在より標高5ｍまでを海水準とした場合の秋田市海岸線の位置
「地理院地図の「自分で作る識別標高」で作成」

児桜貝塚
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秋田市役所
秋田駅

←雄物川

日本海

6千年前の海岸線

児桜貝塚

現在の
海岸線→



3．山地と低地の形成
・地形の新旧を推定することは、地形発達の過程をたどることである。

・地形面の時代的関係を把握する3原則目安。
✓ ひとつづきの地形面は同時代を示す。
✓ 浸食された地形は、浸食される前の地形より新しい。
✓ 地層に覆われた地形は、覆った地層の堆積面より古い。

「山地の地形工学より」
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4．どんな情報が読み取れるか

判読情報から推定される情報地形判読情報

地質構造、断層や節理等（1）水系パターン

硬さ、透水性（2）起伏量と谷密度

硬軟堆積岩互層、流れ盤・受け盤斜面（3）ケスタ地形

断層、破砕帯（4）リニアメント（線状模様）

地すべり（5）地すべり地形

山地、丘陵地の主な地形情報と推定される情報

「国土地理院 地図記号一覧（陸部と水部）より」

※ そのほか、火山地形、段丘地形などがあるが、今回は上記について説明する。
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（1）水系パターンから、地質構造等の推定

4．どんな情報が読み取れるか

「山地の地形工学より」
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（1）水系パターンから、地質構造等の推定

4．どんな情報が読み取れるか

宇都宮の地質図

「山地の地形工学より」

平行状の例：下図では、対角右下側で南東方向の平行な水系が発達する。
地質は、頁岩砂岩互層で、南東方向に50～70°で傾斜し、褶曲
構造をともなう。なお、対角左上は、チャートや花崗岩が分布。

頁岩砂岩互層主体

平行状水系の例（図の対角右側）

チャート含む

花崗岩
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「宇都宮20万分1地質図幅より」



甲府の地質図幅

（1）水系パターンから、地質構造等の推定

4．どんな情報が読み取れるか

直角状の例：下図では水系が直角状に交わる。地質は大断層の中央構造線。

「山地の地形工学より」

直角状水系の例

中央構造線

「日本列島の100万年史より」
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「甲府20万分1地質図幅より」



（2）起伏量・谷密度から、強度・透水性の推定【新第三系の堆積軟岩】

4．どんな情報が読み取れるか

「山地の地形工学より」

・丘陵斜面の形態的特徴（起伏量等）と岩質に、規則的な関係はみられない
・透水性が高く、強度の大きい地山 → 比高が大きく、谷密度の低い地形
・透水性が低い、強度の小さい地山 → 比高が小さく、谷密度が高い地形

・・・点線は地下水

谷密度：一定面積内に存在する谷の本数
起伏量：一定範囲内の高低差を表す指標
※開析の程度を示す。
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流紋岩

花崗岩

（2）起伏量・谷密度から、地質の推定

4．どんな情報が読み取れるか

水系密度（谷密度）の違いの例：下図の対角の右下と左上で水系密度が異なる。
地質も水系密度と同じ範囲で異なる。

「山地の地形工学より」

水系密度（谷密度）の違い

広島の地質図

水系 密

水系 粗

16

「広島20万分1地質図幅より」



（2）起伏量・谷密度による崩壊頻度の違い【割れ目の多い硬い地山】

4．どんな情報が読み取れるか

・1967年8月の羽後豪雨災害では、中古生層と花崗岩の山地地域で崩壊発生に差が生じた。前
者は割れ目が多い硬い地山で、後者は割れ目の少ない硬い地山で、後者で崩壊が多発した。

・前者は谷密度が小さく、直線的な谷、後者は谷密度が小さく、短い谷を呈する。

・水文的には、降雨ピークに対して前者は、早期に出水し、後者は遅れて出水(割れ目の影響）。

・流出経路等のこれらの違いは、岩盤内部の割れ目頻度によると推定される。この違いが豪雨時
の崩壊発生の頻度や谷密度の分布差を生じさせた。

「山地の地形工学より」
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割れ目の多い中古生層山地
→斜面崩壊少なかった

割れ目の少ない花崗岩山地
→斜面崩壊かった



（3）ケスタ地形(非対象尾根)から、地質や流れ盤、受け盤斜面の推定

4．どんな情報が読み取れるか

A

B

A B

・西向きと東向き斜面で傾斜と、谷密度が明瞭に
異なる。西面斜面は緩傾斜で浅い支谷に対し、東
面斜面は急傾斜で深い支谷が刻まれている。

・岩石は、ほぼ南北の走向で、西に傾斜する地層。
東面斜面が受け盤、西面斜面が流れ盤斜面と推
定される。

・谷密度が大きく、斜面も急峻であることから、岩
石は強度が大きく、低透水性と推定。

・流れ盤の西面斜面では、地すべり地形が多い。

「地形工学入門より」地理院地図で作成した断面図

「建設技術者のための地形図入門 第3巻 段丘・丘陵・山地より」

西面20程度° 東面45°
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：地すべり地形



4．どんな情報が読み取れるか
（4）リニアメント（線状模様）から、断層・破砕帯の推定

「建設技術者のための地形図入門
第4巻 火山・変動地形と応用読図より」

「いまさら聞けない地形判読より」

※周辺に比べて著しく脆弱のため、
地形的に鞍部（凹部）となる
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4．どんな情報が読み取れるか
（4）リニアメント（線状模様）から、断層・破砕帯の推定

「いまさら聞けない地形判読より」

：尾根の鞍部 ：沢の屈曲部

尾根の鞍部や沢の屈曲部が直線状に並ぶ場合、リニアメントと判読する。

20



4．どんな情報が読み取れるか
（4）リニアメント（線状模様）から、断層・破砕帯の推定

「いまさら聞けない地形判読より」

リニアメントを判読してみましょう。

21



4．どんな情報が読み取れるか
（4）リニアメント（線状模様）から、断層・破砕帯の推定

リニアメント

谷の屈曲部、尾根の屈曲部や鞍部、直線谷の配列からリニアメントを推定。

「いまさら聞けない地形判読より」
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「地形工学入門より」

「山地の地形工学より」

4．どんな情報が読み取れるか
（5）地すべり地形

①地すべり頭部の馬蹄形等の形状
を呈する滑落崖～側方崖の急崖

②滑落崖下の地すべり土塊の
緩斜面(凹地や池等を伴う）

③地すべり末端部の急崖

23



4．どんな情報が読み取れるか

「山地の地形工学より」

24

・地すべり地形が形成された年代を地すべり地形の開析度から推定。地すべり
地形は、平均的に1万年で約5％、10万年で約20％、100万年で消失。

・初生的な地すべりは、最終氷期以降の海水準の低下によって、山地内の下刻
作用とともに発生している（1万年前頃に集中）。

（5）地すべり地形



4．どんな情報が読み取れるか
（5）地すべり地形

地すべり形状・規模が分かると、すべり面

深度（移動層厚）が推定できる。

「山地の地形工学より」
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4．どんな情報が読み取れるか
（5）地すべり地形の読み取り

「建設技術者のための地形図入門 第3巻 段丘・丘陵・山地より」

左図で、地すべり地形を判読してみましょう。

26



5．地形判読の例

業務で実施した地形判読の紹介

（1）道路の変状を契機として判読した地すべり地形

（2）工事用道路計画斜面において、地形図の精度が上

がったことで判読できた地すべり地形

（3）道路計画ルートで判読した各地形種

27



5．地形判読の例
（1）道路の変状を契機に判読した地すべり地形

++
+溝状凹地

小丘状→

写真①：路面の段差亀裂 写真②：盛土の崩壊

周辺に比べて、緩い斜

面で、溝状凹地や小丘

が認められる。

何か、おかしな地形・・・

28



A

B

0 50 100 150 200 250 300 350m

県道

↓

5．地形判読の例

←2つの急崖
認められる

BA

地理院地図による地すべり地形判読と簡易断面図（高さ2倍）

（1）道路の変状を契機に判読した地すべり地形

地すべり地形の判読結果
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+
+

+
+

5．地形判読の例
（1）道路の変状を契機に判読した地すべり地形

空中写真判読に使用した
ステレオビューワー

空中写真判読結果

空中写真判読により、2つの滑落崖と分離した小丘、溝状凹地が判読される。

30

：分離状小丘

：溝状凹地

++



5．地形判読の例

①地理院地形図

（2）工事用道路計画斜面において、地形図の精度が上がったことで
判読できた地すべり地形

31

②空中写真測量による地形平面図

地すべり地形は、①、②地形図ともに不明瞭である（地すべり地形分布図で
も判読されていない）。

工事用道路計画



5．地形判読の例

③レーザー測量による地形図 ③②をもとに作成した1mDEM詳細図

（2）工事用道路計画斜面において、地形図の精度が上がったことで
判読できた地すべり地形

③図面使用段階で、滑落崖や緩斜面等の地すべり地形が明瞭となった。
地すべり地形末端部で切土による工事用道路が計画されていたため、
地すべりリスクを指摘した。

工事用道路計画工事用道路計画
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5．地形判読の例

国道105号 大覚野峠地区 道路計画ルートの地形図（上）と地質図（下）

「森吉山の地質図幅5万分1より」

頁岩、砂岩、凝灰岩（阿仁合層）頁岩、砂岩、凝灰岩（阿仁合層）

砂岩、凝灰岩、頁岩、
礫岩［湖成層］（宮田層）
砂岩、凝灰岩、頁岩、

礫岩［湖成層］（宮田層）

玉川溶結凝灰岩玉川溶結凝灰岩

1号トンネル

1号トンネル

33

（3）道路計画ルートで判読した各地形種



5．地形判読の例

放射状水系

樹枝状水系

点線より下は分離状小丘を多数ともな
う緩斜面（大規模地すべり地形）

ドーム状地形
（流紋岩ドーム）

リニアメント

確認断層

直線状谷→

直線状谷

尾根の屈曲

水系図の作成 溶岩ドーム、リニアメント、地すべり地形の判読

1号トンネル 1号トンネル

（3）道路計画ルートで判読した各地形種
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5．地形判読の例

←カルデラリム
・道路計画は、地すべり地形（大規模
地すべり）を回避して選定。

・1号トンネルの起点側には小山状を
呈する流紋岩の溶岩ドームが存在。

・断層やリニアメントを横断する。

「Volcanic Textures McPhie,Doyle and Allen(1993)」

1号トンネル

流紋岩の産状

火道

（3）道路計画ルートで判読した各地形種
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6．オープンデータを活用してみよう

・地形図、空中写真、地質図等、様々なデータが公表されている。
・位置情報をもっていて、各種のデータの重ね合わせが可能。
・立体画像で判読し易く、簡易な断面図作成等の検討が可能。

↓
現地入りする前に、地形地質や土地利用等の概要の把握や、問題
点を整理することができる。

細目項目機関

標準地図ベースマップ国土地理院

年代別の写真国土地理院

識別標高、陰影起伏図、傾斜量図、赤色立体図など標高・土地の凸凹国土地理院

活断層図、火山土地条件図、治水地形分類図など土地の成り立ち国土地理院

土地分類基本調査、国土情報ｳｪﾌﾞﾏｯﾋﾟﾝｸﾞｼｽﾃﾑ土地分類基本図国土政策局

20万分1、5万分1地質図幅、火山地質図など地質図産総研地質調査総合ｾﾝﾀｰ

地すべり地形分布図防災科学技術研究所

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図、土質試験国土地盤情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ国土地盤情報ｾﾝﾀｰ

主なオープンデータ（GIS）

地理院地図 / GSI Maps｜国土地理院
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6．オープンデータを活用してみよう
仮に秋田県森林学習交流館付近に土木構造を計画する場合の地形情報

①地形図から、一帯は標高70～90ｍの平坦面で沼地、湿地が点在 → 地下水が高い？
②陰影起伏図から、段丘面は浸食谷が発達 → 造成時に盛土の可能性あり？
④空中写真から、かつては農地（畑、田）として利用。
⑤地すべり地形から、周辺にはない。段丘の縁辺部で部分的に認められる。
⑥地質図から、段丘堆積物、シルト岩が分布、東に10°程度で傾斜→良好な地盤？
⑦地盤情報から、段丘層厚さは16ｍ、その下にN値50のシルト岩、地下水はGL-6ｍ付近。

①地形図

⑤地すべり地形分布図

⑥地質図幅（羽後和田）

②陰影起伏図 ④空中写真 ⑦地盤情報（柱状図）
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6．オープンデータを活用してみよう
各種の地形情報を整理してみると、

・地盤は段丘堆積物と基盤岩で、支持層的に問題なさそう。

・段丘堆積物中の粘土はN値5以上あることから軟弱層にはない。礫の大きさ

や混入率に留意する。

・周辺に池や沼地があるので、段丘堆積物中は比較的地下水が豊富かも。

・段丘面の浸食谷が、造成時に埋め立てられいるかも。

・段丘縁辺部は、地すべりを気にしてみる。

・ボーリング計画は、20ｍ程度考えればよい。

A

B

○
↓

平面図のA-B測線の簡易断面図

A B

N＞50のシルト岩

礫砂粘土からなる段丘堆積物
段丘堆積物内に地下水位あり、
地下水が豊富の可能性

埋め立て盛土の存在
（旧地形の確認）
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7．まとめ
・地形判読は、あるエリアを大局的にみて、様々な地形種を読みと

く技術である。それによって、重要な地形地質リスクを見逃さな
いようになる。次段階の現場踏査のネタとなる。

・自分の主観で地形を読み取ってみる。それは仮説をたてること
であって、必ずしも正解でなくともよい。現場調査や他の資料で
確認して答え合わせすればよい。まずは、手ごろな２万5千分1
地形図（地理院地図）から始めてみよう。

・オープンデータの確認も、技術者の地形判読作業の一つ。

・オープンデータがあれば、地形を読み取る技術は不要かもしれ
ない。しかし、それらはある主題に対して統一した図式で作成し
ているため、必ずしも地域の特徴を細かく表現できているとは
限らない。地形判読する作業は、地形の成因も考えることで、地
形地質的な解釈をより深められるのではないだろうか。

以上。
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ご清聴ありがとうございました。


